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イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
国
の
首
府
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
の
南
北
に
貫
流
す
る
チ
リ
ウ
ン
河
（
目
嘗
ョ
・
の
ロ
、
）
の
河
下
西
岸
の
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
通
（
の
旦
口

言
己
四
）
に
、
同
国
の
国
立
文
書
館
（
冑
の
ぎ
三
畳
・
ロ
）
が
あ
る
。
こ
の
文
書
館
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
国
が
オ
ラ
ン
ダ
領
で
あ
っ
た
頃
、
一

九
一
一
五
年
（
大
正
十
四
年
）
に
開
設
さ
れ
た
も
の
で
、
オ
ラ
ン
ダ
国
の
ヘ
ー
グ
市
に
あ
る
国
立
中
央
文
書
館
（
国
２
缶
一
ｍ
の
日
の
①
ロ
閃
鴬
の
胃
・
臣
の
【
）

に
対
し
て
オ
ラ
ン
ダ
領
イ
ン
ド
地
方
文
書
館
（
巨
己
缶
月
ぽ
屋
ぐ
目
ｚ
＆
の
Ｈ
］
目
』
ｍ
・
ず
閂
＆
〕
の
）
と
呼
ば
れ
て
、
十
七
世
紀
の
初
期
か
ら
オ
ラ

ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
並
び
に
オ
ラ
ン
ダ
人
と
深
い
交
渉
を
持
っ
た
ア
ジ
ア
各
地
関
係
の
オ
ラ
ン
ダ
官
公
未
刊
文
書
類
を
豊
富
に
蒐
蔵
し
て
い

る
の
で
、
そ
の
方
面
の
研
究
者
の
間
に
は
夙
に
著
名
な
所
で
あ
る
。
同
館
に
は
本
国
ヘ
ー
グ
市
の
国
立
中
央
文
書
館
に
全
く
同
種
の
文
書

も
無
い
も
の
も
可
な
り
多
量
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
公
証
役
場
文
書
は
、
最
も
重
要
に
し
て
当
時
の
住
民
の
生
活
に
関
係
深

い
興
味
あ
る
も
の
で
あ
る
。
一
六
二
○
年
八
月
二
十
七
日
公
証
役
場
開
設
以
来
一
八
一
六
年
ま
で
、
主
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社

の
統
治
期
間
だ
け
で
も
、
オ
ラ
ン
ダ
人
公
証
人
の
総
数
は
百
十
一
名
に
上
り
、
彼
等
の
取
扱
っ
た
公
正
証
書
の
現
存
す
る
も
の
は
、
総

八
、
六
三
八
峡
あ
っ
て
、
大
抵
フ
ォ
リ
オ
判
の
用
紙
に
し
た
た
め
で
あ
る
が
、
そ
の
実
数
は
恐
ら
く
一
一
一
、
四
十
万
通
に
も
上
っ
て
い
る
か

八
、
六
三
八
咲
き

と
想
像
さ
れ
る
。

村
上
武
左
衛
門
の
遺
言
状
（
岩
生
）

￣ 脹
嫡
朏
餓
酬
蒋
Ｍ
村
上
武
左
衛
門
の
遺
言
状

岩
生
成
一
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こ
う
し
た
遺
言
状
の
一
に
、
同
地
移
住
日
本
人
ミ
ヒ
ー
ル
武
左
衛
門
が
一
六
七
四
年
六
月
三
十
日
に
し
た
た
め
た
長
文
の
遺
言
状
が
あ

る
。
既
に
そ
の
大
部
分
は
変
色
し
、
可
な
り
腐
蝕
し
て
破
損
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
若
干
の
欠
損
部
分
は
、
他
の
遺
言
状
の
慣
用
的
な
文

句
を
参
照
し
て
、
こ
れ
を
補
い
、
辛
う
じ
て
判
読
し
て
訳
出
す
れ
ば
、
次
の
様
で
あ
る
。

神
の
御
名
仁
於
い
て
、
ア
ー
メ
ン
。
本
一
六
七
一
四
一
年
六
月
一
一
一
十
日
ブ
レ
ダ
（
国
Ｈ
の
＆
）
出
身
の
公
証
人
ヤ
ン
・
カ
イ
ゼ
ル
ス
（
（
］
§

【
巴
］
の
９
ｍ
）
の
面
前
に
、
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
ミ
ヒ
ー
ル
・
武
左
衛
門
（
言
Ｏ
底
の
一
団
・
の
、
巴
」
日
・
ロ
）
が
出
頭
し
て
、
子
公
証
人
に
、
そ

法
政
史
学
第
二
十
二
号

一一

日
本
人
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
方
面
へ
の
移
住
は
、
一
六
一
一
一
一
年
（
慶
長
十
八
年
）
、
日
蘭
交
通
開
始
の
後
暫
く
し
て
か
ら
始
ま
り
、
江
戸
幕
府

の
鎖
国
頃
ま
で
に
約
三
百
人
前
後
に
上
っ
た
様
で
あ
る
が
、
彼
等
も
日
常
生
活
の
必
要
か
ら
、
種
戈
な
公
正
証
書
を
作
成
す
る
場
合
に
は
、

こ
れ
等
の
公
証
人
役
場
に
出
頭
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
文
で
オ
ラ
ン
ダ
の
書
式
と
慣
例
に
従
っ
て
作
成
し
て
貰
っ
た
。
し
か
し
十
七
世
紀
の
終

頃
と
も
な
る
と
、
初
期
の
移
住
を
去
る
こ
と
、
七
八
十
年
、
江
戸
幕
府
の
鎖
国
を
去
る
》
」
と
既
に
五
、
六
十
年
に
な
っ
て
、
移
住
し
た

日
本
人
も
段
支
死
に
絶
え
て
、
日
本
人
関
係
公
正
証
書
も
、
一
六
九
七
年
一
一
一
月
一
一
十
日
、
わ
が
元
禄
十
年
一
一
月
一
一
十
七
日
に
ジ
ェ
ロ
ー
ー

マ
春
（
］
臼
・
日
日
国
）
、
俗
に
言
う
ジ
ャ
カ
ル
タ
お
春
が
、
公
証
人
タ
ビ
ッ
ト
・
レ
ギ
ュ
レ
ッ
ト
（
□
口
ぐ
区
閃
の
、
白
］
の
岳
）
を
、
篤
い
病
の
枕
頭
に

招
い
て
作
成
し
て
貰
っ
た
遺
言
状
を
最
後
と
し
て
、
そ
の
後
は
見
当
ら
な
い
。

遺
言
人
は
そ
の
霊
が
一
肉
体
か
ら
離
れ
た
時
に
一
全
能
の
神
の
一
恵
深
い
―
御
手
に
一
委
ね
て
一
、

に
尽
し
た
忠
実
を
愛
で
て
一
□
ロ
ロ
ロ
□
□
｜
マ
ン
ゲ
ラ
イ
の
サ
プ
（
の
：
ぐ
目
冨
目
、
＆
］
の
）
に
、
そ
の
自
由
と
一
□
□
□
十
一
ス
タ
イ
フ
ェ
ル

ー
１

１

で
あ
る
こ
と
を
申
立
て
て
左
様
な
遺
産
譲
渡
を
欲
し
な
い
力
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
生
前
彼

る
０

る
日
時
の
何
時
と
も
定
か
で
な
い
の
で
―
彼
が
こ
の
世
を
去
る
前
に
一
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
｜
以
下
に
記
す
様
な
方
法
で
、
先
づ
彼

の
目
は
盲
で
は
あ
る
が
、
記
憶
力
と
理
解
力
と
は
十
分
働
く
こ
と
を
知
ら
せ
て
一
□
□
□
□
□
□
｜
そ
の
死
は
確
か
で
あ
る
が
、
｜
そ
の
来

叉
予
め
遺
言
人
は
本
書
に
依
っ
て
本
日
よ
り
も
以
前
に
曾
て
し
た
た
め
た
凡
て
の
遺
言
状
並
び
に
そ
の
追
加
書
は
、
例
外
な
く
一
無
効

■■■■

■■■■■■

…
ｌ

そ
の
亡
骸
を
一
適
当
に
一
埋
葬
す
る
こ
と
に
す
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を
与
え
、
｜
□
□
□
□
□
｜
の
ア
ソ
ト
ニ
別
名
一
□
□
□
□
｜
に
そ
の
自
由
と
同
じ
く
十
ス
タ
イ
フ
ェ
ル
を
、
マ
ラ
。
〈
－
ル
の
ヤ
ン
Ｃ
目
ぐ
目

言
餌
］
］
の
冨
円
）
に
そ
の
自
由
と
同
じ
く
十
ス
タ
イ
フ
ェ
ル
を
、
マ
ン
ゲ
ラ
イ
の
コ
レ
ヅ
ク
（
○
・
】
］
の
。
丙
〔
弓
目
〕
冨
目
函
且
］
）
に
そ
の
自
由
と

同
じ
く
十
ス
タ
イ
フ
ェ
ル
を
、
同
地
の
テ
ガ
ル
（
目
の
、
餌
］
）
に
同
じ
く
五
ス
タ
イ
フ
ェ
ル
を
、
広
南
の
ダ
ン
グ
ｅ
Ｂ
ｍ
げ
ぐ
目
ｐ
巳
目
日
）
に

同
じ
く
五
ス
タ
イ
フ
ェ
ル
を
、
マ
カ
ッ
サ
ル
の
ト
ソ
ュ
ー
（
目
・
の
＆
］
・
の
ぐ
：
旨
、
８
の
の
周
）
に
同
じ
く
五
ス
タ
イ
フ
ェ
ル
を
、
つ
い
で
以

下
の
女
奴
隷
達
に
対
し
て
、
ス
ン
バ
ワ
の
オ
ガ
テ
別
名
テ
ト
ン
グ
（
○
彊
凄
の
昌
四
の
目
の
［
。
ご
晋
弓
目
の
巨
日
宮
：
）
に
五
十
レ
イ
ク
ス
ダ

ー
ル
を
、
マ
ン
ゲ
ラ
イ
の
ラ
ベ
カ
（
閃
四
ヶ
の
８
『
目
冨
自
彊
曇
］
）
に
同
じ
く
五
十
レ
イ
ク
ス
ダ
ー
ル
を
、
バ
リ
の
。
〈
ロ
ル
（
勺
自
・
］
ぐ
自
国
農
）

に
同
じ
く
五
レ
イ
ク
ス
ダ
ー
ル
を
、
バ
リ
の
ヨ
リ
ス
（
］
・
易
『
自
国
畳
）
に
同
じ
く
五
レ
イ
ク
ス
ダ
ー
ル
を
、
ビ
マ
の
マ
ル
グ
リ
タ

（
言
閏
旧
旨
『
自
国
］
日
ロ
）
に
同
じ
く
一
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
｜
を
、
。
ハ
タ
ピ
ャ
の
ク
ラ
ラ
（
○
｝
四
日
ぐ
自
国
胃
自
国
）
に
同
じ
く
十
レ
イ
ク
ス
ダ
ー

ル
を
、
同
地
に
サ
ン
ニ
イ
（
の
自
己
の
）
に
同
じ
く
五
レ
イ
ク
ス
ダ
ー
ル
を
与
へ
、
第
一
一
一
に
ブ
ト
ン
の
ア
ン
ナ
（
シ
自
画
ご
自
国
・
貝
・
ロ
）
に

同
じ
く
五
レ
イ
ク
ス
ダ
ー
ル
を
、
マ
カ
ッ
サ
ル
の
一
ロ
ロ
ロ
ロ
｜
に
同
じ
く
五
レ
イ
ク
ス
ダ
ー
ル
与
え
て
、
こ
れ
等
の
女
奴
隷
に
は
自
由
を

与
え
一
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
｜
奴
隷
一
一
人
は
下
記
の
遺
言
人
の
相
続
人
に
、
尚
今
後
三
ヶ
年
間
奉
仕
さ
せ
、
第
四
に
は
、
彼
遺
言
人
は
、

友
情
、
協
力
、
及
び
良
き
理
解
の
思
出
で
、
並
び
に
そ
の
他
の
多
く
の
良
き
理
由
か
ら
、
次
の
人
交
や
友
人
連
に
対
し
て
遺
贈
す
る
こ

と
を
定
め
た
。
即
ち
彼
遺
言
人
の
弟
森
田
喜
兵
衛
殿
（
富
・
円
旨
【
】
【
】
且
』
・
ロ
・
）
に
対
し
て
、
色
汽
な
品
が
入
れ
て
あ
る
箱
を
、
又
内

か
さ
ね

容
一
目
録
一
に
よ
れ
ば
、
彼
遺
一
一
一
口
人
の
最
上
の
日
本
着
物
四
着
、
赤
色
椴
子
の
最
上
の
蒲
団
一
一
重
、
小
さ
い
金
鍵
の
つ
い
た
黄
金
製
角
湯
沸

し
、
繊
細
な
金
鍵
つ
ぎ
の
琉
珀
で
埋
め
た
金
製
の
玉
、
金
の
モ
ザ
イ
ッ
ク
を
飾
っ
た
柄
の
あ
る
小
刀
（
庁
・
高
息
目
の
）
、
即
ち
メ
ス
を
つ

け
た
日
本
の
脇
差
し
な
ど
で
あ
っ
て
、
下
記
の
遺
言
人
の
譲
受
人
等
に
悉
く
遺
贈
す
る
も
の
で
、
遺
言
人
の
死
後
最
寄
の
機
会
に
日
本

に
居
る
前
述
の
弟
に
送
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
又
被
遺
言
人
は
彼
の
義
妹
で
生
前
上
席
商
務
員
、
且
又
当
市
の
ｎ
門
情
喘
旧
旧
Ｌ
で
あ
っ

た
故
シ
モ
ン
・
シ
モ
ン
セ
ン
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ハ
イ
デ
（
の
百
・
口
の
百
・
口
い
、
８
ぐ
目
Ｐ
Ｒ
国
の
己
の
）
の
尊
敬
す
べ
き
未
亡
人
ジ
ェ
ロ
ニ

マ
・
マ
リ
ノ
（
］
の
Ｈ
・
巳
：
冨
昌
ロ
・
）
に
日
本
小
判
一
一
十
五
枚
、
並
び
に
内
側
も
外
側
も
絵
が
描
い
て
あ
る
屏
風
一
隻
、
彼
女
の
下
に
委

ね
ら
れ
て
い
る
合
計
二
十
四
枚
の
小
判
の
中
か
ら
、
同
女
の
子
女
達
即
ち
ニ
コ
ラ
ー
ス
・
シ
モ
ン
セ
ン
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
〈
イ
デ

（
二
・
・
｝
“
の
、
の
旨
・
ロ
、
の
ロ
）
、
同
人
の
妹
で
尊
敬
す
べ
き
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ
ー
夫
人
（
〕
口
穿
ｑ
目
口
の
嵐
旧
の
の
）
及
び
タ
ニ
イ
・
ジ
ェ
ロ
ー
ー

マ
・
デ
・
ヨ
ン
ゲ
（
閂
冨
已
の
］
の
Ｈ
・
日
日
幽
已
の
】
・
目
、
の
）
に
夫
食
日
本
小
判
五
枚
づ
つ
、
同
女
の
親
愛
な
弟
ヤ
ン
・
シ
モ
ン
セ
ソ
・
フ
ァ
ン

村
上
武
左
衛
門
の
遺
言
状
（
岩
生
）

一一一
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の
◎
ず
の
百
・
口
）
夫
人
に
、

。
》
フ
・
コ
ス
タ
【
］
ロ
顛
岸

産
、
株
、
負
債
、
貸
金
、
男
奴
隷
及
び
女
奴
隷
、
金
子
、
金
銀
貨
、
並
び
に
地
金
、
宝
石
な
ど
を
、
如
何
な
る
事
情
が
あ
ろ
う
と
も
、

日
本
斧
一
振
を
、
又
夫
々
一
レ
イ
ク
ス
ダ
ー
ル
に
つ
き
六
十
ス
タ
イ
フ
ェ
ル
の
相
場
で
、
ト
ー
マ
ス
に
は
三
十
レ
イ
ク
ス
ダ
ー
ル
を
、

ア
ン
ド
リ
ー
ス
六
兵
衛
（
し
呂
凰
の
、
宛
・
・
写
・
）
に
は
一
レ
イ
ク
ス
ダ
ー
ル
を
、
又
彼
遺
言
人
は
、
遺
言
人
の
娘
尊
敬
す
べ
き
コ
ル
ネ
リ

ャ
・
デ
・
ブ
ナ
イ
ン
（
○
・
日
の
一
国
〔
』
の
切
目
目
〕
）
の
子
供
達
に
、
彼
女
の
現
在
の
夫
で
東
イ
ン
ド
会
社
の
商
務
員
ヤ
ン
・
デ
・
プ
ラ
イ
ン

（
］
：
』
の
因
２
百
）
の
下
で
、
彼
女
が
既
に
所
有
せ
る
物
か
、
又
は
少
く
と
も
今
後
取
得
す
る
も
の
を
譲
り
、
大
河
の
西
岸
に
あ
っ
て
南

側
に
始
っ
て
い
る
七
軒
の
石
造
長
屋
は
、
そ
の
建
物
又
は
毎
年
の
収
入
を
前
述
の
両
親
が
生
涯
受
取
り
、
そ
の
子
供
達
の
中
誰
か
幼
け

□
□
’
○
房
の
ロ
）
と
言
う
東
イ
ン
ド
会
社
の
事
務
員
補
に
、
一
六
六
一
一
年
六
月
十
八
日
の
譲
状
に
基
い
て
、

Ｉ除
外
な
く
可
司
司
Ｈ
ｕ
は
何
処
に
建
て
ら
れ
て
い
る
も
の
で
も
、
悉
く
譲
渡
せ
ら
る
く
し
。
更
に
又
彼
遺
言
人
は
、
前
述
の
娘
コ
ル
ネ

な
く
し
て
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
兄
弟
姉
妹
の
中
、
最
後
に
生
残
っ
た
遺
言
人
の
子
に
対
し
て
、
前
記
の
一
□
□
□
□
□
□
｜
の
遣

Ｉ

法
政
史
学
第
二
十
二
号

四

・
デ
ル
・
ハ
イ
デ
に
日
本
小
判
十
五
枚
を
、
彼
遣
一
一
一
戸
人
の
入
懇
の
友
で
生
前
東
イ
ン
ド
会
社
に
勤
め
た
故
ア
ゥ
フ
ス
チ
ン
・
ミ
ュ
レ
ー

ル
（
シ
ロ
、
息
昏
冨
巨
］
｝
円
）
の
未
亡
人
で
尊
敬
す
べ
き
ス
ザ
ソ
ナ
助
右
衛
門
（
の
ロ
、
目
目
の
・
ず
巴
）
日
・
ロ
）
に
も
亦
日
本
小
判
十
五
枚
、
並
び

に
茶
の
湯
に
使
う
台
子
茶
釜
金
風
憾
ｅ
Ｂ
ｍ
。
。
：
、
四
日
“
尻
目
号
・
の
Ｈ
・
の
）
、
及
び
附
属
品
一
式
と
、
生
前
日
本
人
商
人
で
亦
彼
遺
一
一
一
一
口
人

の
入
懇
の
友
人
で
あ
っ
た
ル
イ
ス
六
兵
衛
殿
の
未
亡
人
カ
タ
リ
ナ
六
兵
衛
（
。
ｇ
冨
旨
四
両
・
・
夢
の
①
）
に
日
本
小
判
十
五
枚
、
並
び
に
色

と
な
小
物
を
入
れ
る
四
角
な
小
箱
の
提
げ
食
籠
（
の
目
、
ｏ
の
】
客
。
）
一
個
を
、
マ
リ
ヤ
・
セ
ス
（
冨
昌
回
国
＄
）
と
ア
ン
ナ
助
右
衛
門
（
缶
目
“

リ
ャ
・
デ
・
ブ
ラ
イ
ン
夫
人
並
び
に
前
述
の
そ
の
夫
に
、
そ

た
が
、
こ
れ
は
彼
遺
言
人
が
慈
愛
を
以
て
彼
の
娘
婿
デ
・
プ

い
、
平
和
に
暮
さ
せ
ん
た
め
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
彼
遺
言
人

さ
せ
、
彼
は
こ
れ
を
紛
れ
も
な
く
遺
言
状
、
最
後
の
意
志
と

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

ル
ー
デ
ン
半
あ
っ
て
屋
根
葺
の
長
屋
、
並
び
に
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ャ
に
は
銅
張
の
箱
を
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
に
は
銀
飾
付
き
の
一
□
□
□
□
Ｉ

こ
れ
は
彼
遺
言
人
が
慈
愛
を
以
て
彼
の
娘
婿
デ
・
プ
ラ
イ
ソ
殿
並
び
に
彼
の
娘
を
一
ロ
ロ
□
□
｜
し
更
に
彼
等
が
素
直
に
愛
し
合

Ｉ

夫
女
日
本
小
判
三
枚
づ
つ
、
｜
□
□
□
□
□
｜
彼
遺
言
人
が
自
由
を
与
え
た
カ
タ
リ
ナ
の
子
女
達
で
ユ
イ
フ
ィ
ト

Ｉ
Ｉ
Ｌ

烏
Ｃ
Ｏ
の
国
）
｜
□
□
□
□
｜
並
び
に
そ
の
子
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
・
一
□
□
□
□
｜
ギ
ル
セ
ン

こ
こ
に
彼
遺
言
人
は
、
両
人
を
し
て
以
上
記
し
た
事
を
、
悉
く
彼
遺
言
人
の
面
前
で
読
上
げ

ロ
も
、
悉
く
譲
渡
せ
ら
る
く
し
。
更
に
又
彼
遺
言
人
は
、
前
述
の
娘
コ
ル
ネ

そ
れ
ぞ
れ
折
半
し
て
、
完
全
な
法
的
権
利
を
有
す
る
相
続
人
に
指
定
指
名
し

｜
願
望
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
十
分
効
力
を
持
た
せ
権
威
つ
け
る
こ
と
を
要
請

斯
様
に
子
公
証
人
の
役
場
に
於
い

（
｜
□
□
□
｜
の
Ｈ
の
、
。
Ｈ
旨
、
｜
□
□
□

間
口
ニ
ル
ー
デ
ン
、
奥
行
五
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こ
の
様
に
遺
言
状
は
非
常
に
損
傷
し
て
い
る
が
、
八
頁
に
も
わ
た
る
長
文
の
も
の
だ
け
に
、
そ
の
内
容
は
中
を
豊
富
で
色
々
重
要
な
事

実
を
含
ん
で
い
て
、
興
味
が
深
い
。

武
左
衛
門
の
遺
言
状
の
中
に
記
さ
れ
た
遺
産
の
寄
贈
を
受
け
る
人
だ
の
名
は
、
ま
づ
娘
コ
ル
ネ
リ
ャ
と
そ
の
夫
ヤ
ン
・
デ
・
プ
ラ
イ
ン

を
始
め
、
日
本
在
住
の
弟
森
田
喜
兵
術
、
義
妹
の
ジ
ェ
ロ
ー
ニ
・
マ
リ
ノ
春
や
、
そ
の
子
四
人
、
知
人
の
ス
ザ
ン
ナ
助
右
衛
門
、
カ
タ
リ

ナ
六
兵
衛
、
マ
リ
ヤ
・
セ
ス
、
ア
ン
ナ
助
右
衛
門
等
日
本
人
関
係
者
十
二
名
の
外
、
奴
隷
、
女
奴
隷
、
解
放
奴
隷
、
並
び
に
彼
等
の
子
女

な
ど
総
数
二
十
名
に
上
っ
て
い
る
。
寛
文
延
宝
頃
に
記
さ
れ
た
「
長
崎
見
聞
集
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
頃
東
南
ア
ジ
ア
各
地
に
渡
航
し
て
己

む
な
く
踏
留
っ
て
暮
し
て
い
た
人
々
三
十
九
人
の
氏
名
と
そ
の
故
郷
に
於
け
る
親
戚
知
友
関
係
を
記
し
て
あ
る
が
、
そ
の
中
で
ジ
ャ
カ
ル

タ
在
住
日
本
人
に
は
、
春
を
始
め
八
人
の
中
に
、
長
崎
出
身
の
村
上
武
左
衛
門
が
あ
る
。
彼
に
つ
い
て
「
見
聞
集
」
で
は

村
上
武
左
衛
門
、
舶
罐
餅
彊
綱
鮭
輌
鮒
畦
鋤
寒
鰍
対
嗣
曄
媛
鴎
町
原
源
左
衛
門

（
注
２
）

と
あ
っ
て
、
長
崎
の
本
後
藤
町
に
は
兄
、
今
魚
町
に
は
弟
が
在
住
し
、
上
町
に
は
妻
の
妙
金
が
ま
だ
暮
し
て
い
た
こ
と
を
伝
鮨
え
て
い
る

村
上
武
左
衛
門
の
遺
言
状
（
岩
生
）

五

ヨ
セ
フ
・
ド
リ
ッ
ク
マ
ン
（
］
。
⑫
８
ヶ
因
の
」
Ｈ
】
Ｃ
百
の
ロ
）

ニ
コ
ラ
ー
ス
・
デ
・
ラ
ー
ト
（
ｚ
】
８
一
ｍ
の
、
」
の
両
月
旦
）

ヤ
ン
・
ハ
ウ
イ
ス
ソ
ー
ン
（
］
自
国
・
ロ
ョ
］
い
い
）
一
六
七
四
年

ピ
ー
テ
ル
・
ド
ミ
ン
ゴ
（
国
の
扇
Ｈ
Ｃ
ｏ
Ｂ
旨
、
。
）

タ
ビ
ッ
ト
・
ヒ
ル
ス
・
ナ
ー
ヘ
ス
（
□
凹
弓
邑
勺
】
一
一
⑦
の
ｚ
ｍ
ｍ
の
、
）
（
注
１
）
。

我
等
の
立
会
の
許
に

て
、
武
左
衛
門
の
面
前
に
て
作
成
す
。

一一一

（
自
署
）

武
左
衛
門
（
因
・
の
、
良
の
日
・
ロ
）

書
記
ヤ
ン
・
カ
イ
ゼ
ル
ス
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十
二
日
の
条
に

法
政
史
学
第
二
十
二
号

一ハ

が
、
同
女
の
名
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
夫
の
帰
郷
も
不
可
能
で
、
今
生
の
再
会
も
諦
め
て
恐
ら
く
仏
門
に
入
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思

わ
れ
る
。
更
に
遺
言
状
の
方
に
彼
女
の
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
よ
り
見
れ
ば
、
既
に
武
左
衛
門
に
先
立
っ
て
こ
の
世
を
去
っ
た
の
で

あ
る
ま
い
か
。
さ
て
「
見
聞
集
」
と
遺
言
状
で
は
、
こ
の
武
左
衛
門
と
喜
兵
術
の
名
と
血
縁
関
係
が
全
く
一
致
し
て
い
て
、
遺
言
状
を
し

た
た
め
た
武
左
衛
門
が
、
今
や
村
上
武
左
衛
門
な
る
こ
と
に
疑
を
挿
む
余
地
も
あ
る
ま
い
。
通
航
一
覧
に
引
用
し
て
あ
る
延
宝
長
崎
記
で

は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
「
長
崎
見
聞
集
」
と
全
く
同
文
が
引
用
し
て
あ
る
が
、
唯
々
武
左
衛
門
が
武
右
衛
門
と
記
し
て
あ
る
窪
３
）
。
し
か

し
左
右
は
行
草
の
筆
写
体
で
は
誤
写
し
易
い
文
字
で
あ
る
か
ら
、
「
長
崎
記
」
の
武
右
衛
門
は
「
見
聞
集
」
の
武
左
衛
門
の
誤
記
に
違
い
な

若
い
娘
バ
タ
ビ
ャ
の
ヤ
ン
ネ
ヶ
ン
（
］
目
口
の
百
口
）
（
注
６
）

と
あ
る
。
若
し
故
人
マ
グ
ダ
レ
ナ
の
鰊
夫
ミ
ヒ
ー
ル
を
武
左
衛
門
と
す
れ
ば
、
マ
グ
ダ
レ
ナ
は
結
婚
後
四
年
以
内
に
不
幸
に
も
死
亡
し
た

こ
と
に
な
る
。
武
左
衛
門
の
娘
コ
ル
ネ
リ
ャ
は
、
恐
ら
く
両
人
の
間
に
儲
け
た
唯
一
人
の
ま
な
娘
に
違
い
な
い
。
所
が
そ
の
後
十
年
を
経

日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
若
き
娘
長
崎
の
マ
グ
ダ
レ
ナ
窪
５
）

と
あ
っ
て
、
恐
ら
く
こ
の
両
人
、
ミ
ヒ
ー
ル
武
左
衛
門
と
ジ
ェ
ロ
ー
ー
マ
春
の
姉
マ
グ
ダ
レ
ナ
ま
ん
を
指
し
た
に
違
い
な
く
、
こ
の
時
彼
女

は
追
放
後
ま
る
二
年
経
っ
て
一
一
十
一
歳
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
四
年
た
っ
て
一
六
四
六
年
一
一
一
月
八
日
の
条
に
、

長
崎
の
マ
グ
ダ
レ
ナ
の
鰊
夫
で
長
崎
生
れ
の
日
本
人
ミ
ヒ
ー
ル

次
に
ジ
ニ
ロ
ニ
マ
・
春
が
彼
の
義
妹
と
し
て
記
し
て
あ
る
が
、
彼
女
が
一
六
三
九
年
末
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
追
放
さ
れ
た
時
に
は
、
母
の
マ

リ
ヤ
の
外
に
は
、
一
緒
に
姉
の
マ
グ
ダ
レ
ナ
（
三
協
ｇ
］
の
：
）
ま
ん
、
当
時
十
九
歳
が
い
た
だ
け
で
あ
る
（
注
４
）
。
し
て
見
れ
ば
武
左
衛
門
が

こ
の
春
を
彼
の
義
妹
と
称
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
こ
の
姉
マ
グ
ダ
レ
ナ
と
彼
が
結
婚
し
た
場
合
に
始
め
て
起
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
春
は
既
に
夫
シ
モ
ン
セ
ン
が
死
亡
し
て
未
亡
人
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
判
る
。
然
る
に
こ
れ
よ
り
先
結
婚
登
録
簿
一
六
四
二
年
一
月
二

し、
◎

当
地
在
住
自
由
市
民
、
青
年
、
長
崎
の
ミ
ヒ
ー
ル

と と
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次
に
武
左
衛
門
の
遺
産
の
分
贈
と
相
続
状
態
に
眼
を
転
じ
て
見
る
と
、
先
づ
彼
の
最
も
身
近
な
娘
の
コ
ル
ネ
リ
ャ
と
そ
の
夫
ヤ
ン
・
デ

・
プ
ラ
イ
ン
並
び
に
武
左
衛
門
の
孫
に
当
る
そ
の
子
女
に
対
し
て
は
、
具
体
的
に
は
石
造
長
屋
七
軒
を
譲
渡
す
る
こ
と
を
記
し
、
女
奴
隷

一
一
名
を
こ
の
相
続
人
に
今
後
三
ヶ
年
間
奉
仕
さ
せ
る
こ
と
を
記
し
た
以
外
に
は
、
唯
犬
抽
象
的
に
遺
産
を
寄
贈
す
る
旨
を
記
し
て
い
る
に

過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
深
い
愛
情
に
基
い
て
、
全
資
産
に
つ
い
て
、
そ
の
遺
贈
の
順
序
や
、
そ
の
権
利
関
係
を
明
確
に
定
め
て
い
る
。

次
に
日
本
在
住
の
弟
森
田
喜
兵
衛
に
対
し
て
は
、
着
物
、
蒲
団
、
湯
沸
、
脇
差
し
な
ど
日
用
品
を
一
箱
に
詰
め
て
贈
っ
て
い
る
が
、
何

れ
も
最
高
級
品
で
、
湯
沸
し
な
ど
も
黄
金
製
で
あ
っ
た
。
義
妹
ジ
ェ
ロ
ー
ニ
春
と
そ
の
子
女
に
対
し
て
は
屏
風
の
外
は
、
夫
を
小
判
を
遺

贈
す
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
彼
女
と
そ
の
子
四
人
と
に
対
し
て
合
計
小
判
五
十
五
枚
も
贈
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
又
知
人
の
ス
ザ
ン

ナ
助
右
衛
門
に
は
茶
の
湯
の
道
具
一
式
の
外
、
小
判
十
五
枚
を
、
カ
タ
リ
ナ
六
兵
衛
に
も
小
判
十
五
枚
と
提
食
籠
を
、
マ
リ
ヤ
・
セ
ス
と

ア
ン
ナ
助
右
衛
門
と
に
も
夫
々
小
判
二
枚
づ
つ
を
、
以
上
四
人
に
対
し
て
小
判
総
計
三
十
六
枚
を
、
即
ち
彼
等
が
遺
贈
を
き
め
た
小
判
の

総
計
は
九
十
一
枚
の
多
額
に
上
っ
て
い
る
。

更
に
自
家
で
使
役
し
て
い
た
奴
隷
達
に
対
し
て
は
、
男
女
に
係
ら
ず
、
自
由
を
与
え
て
解
放
す
る
こ
と
を
約
定
し
て
若
干
の
金
子
を
恵

ん
で
い
る
が
、
マ
ン
ゲ
ラ
イ
の
サ
ブ
以
下
六
人
に
は
、
少
く
と
も
総
額
四
十
ス
タ
イ
フ
ェ
ル
以
上
を
、
又
ス
ン
。
〈
ワ
の
オ
ガ
テ
等
八
名
に

は
総
額
百
一
一
一
十
レ
イ
ク
ス
ダ
ー
ル
以
上
を
、
又
ト
メ
と
ア
ン
ド
リ
ー
ス
に
は
三
十
一
レ
イ
ク
ス
ダ
ー
ル
を
与
え
、
別
に
女
奴
隷
カ
タ
リ
ナ

村
上
武
左
衛
門
の
遺
言
状
（
岩
生
）

七

日
本
人
ミ
ヒ
ー
ル
武
左
衛
門
の
離
別
し
た
妻
に
し
て
、
同
じ
く
バ
タ
ビ
ャ
居
住
の
ア
ソ
ネ
ヶ
ン
（
シ
目
鼻
の
口
）
（
注
７
）

と
あ
る
。
日
本
人
ミ
ヒ
ー
ル
の
離
別
し
た
妻
バ
タ
ピ
ャ
の
ア
ン
ネ
ヶ
ン
と
は
、
前
述
の
様
に
こ
れ
よ
り
先
十
年
前
彼
と
結
婚
し
た
バ
タ
ピ

ャ
の
ヤ
ソ
ネ
ヶ
ン
と
同
一
人
に
違
い
な
く
武
左
衛
門
は
何
等
か
の
事
情
に
よ
っ
て
、
こ
の
妻
を
離
別
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

て
、
結
婚
登
録
簿
一
六
五
六
年
三
月
十
一
一
日
の
条
に
、

当
市
居
住
の
青
年
バ
タ
ビ
ャ
の
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ス
・
へ
ル
ト
ヘ
ン
ラ
ー
ト
（
国
の
已
己
・
岸
㎡
出
目
８
ｍ
の
口
国
①
」
）

と

四
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し
、
雨

あ
る
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
移
住
日
本
人
が
金
銭
貸
借
を
す
る
場
合
に
は
、
公
証
人
役
場
に
出
頭
し
て
貸
借
の
証
書
を
作
成
し
て
い
る
。
こ
こ
に
一
例

と
し
て
、
一
六
四
六
年
五
月
十
五
日
の
武
左
衛
門
の
貸
付
証
書
を
挙
げ
る
と
、

パ
タ
ピ
ャ
市
の
書
記
子
ピ
ー
テ
ル
・
ハ
ッ
キ
ウ
ス
（
国
の
回
国
“
、
丙
旨
の
）
の
面
前
に
、
同
市
の
住
民
支
那
人
郭
祐
寄
（
ｃ
ロ
・
］
・
の
烏
・
）
が

出
頭
し
て
、
下
記
の
証
人
等
立
会
の
下
に
、
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
武
左
衛
門
に
六
十
レ
ア
ル
を
相
違
な
く
借
受
け
、
彼
も
賛
付
け
て

手
渡
し
た
金
額
に
つ
い
て
、
出
頭
人
同
意
の
下
に
、
毎
月
百
レ
ァ
ル
に
つ
ぎ
ニ
レ
ア
ル
の
利
子
を
つ
け
、
前
記
の
武
左
衛
門
又
は
そ
の

権
利
を
継
承
し
た
者
の
要
求
に
基
い
て
、
前
述
の
金
子
を
返
済
し
、
且
つ
今
よ
り
以
後
そ
の
利
息
を
毎
月
確
実
に
支
払
う
旨
を
約
束

し
、
そ
の
保
証
と
し
て
、
何
れ
も
バ
リ
出
身
の
ス
ン
．
ハ
ン
ガ
、
サ
ガ
イ
、
ダ
ウ
・
マ
ラ
ン
（
ｍ
ｐ
Ｂ
ｂ
自
彊
》
の
四
ｍ
＆
］
》
目
：
冨
開
目
）
と

呼
ぶ
女
奴
隷
三
名
を
提
供
し
、
一
般
的
に
は
、
彼
の
一
身
及
び
現
在
並
び
に
将
来
に
亘
る
動
産
不
動
産
一
切
除
外
な
く
、
万
事
法
律
の

規
定
に
基
い
て
、
そ
の
担
保
に
充
つ
べ
き
こ
と
を
約
す
。

法
政
史
学
第
二
十
二
号

八

の
子
女
両
名
に
は
長
屋
並
び
に
銅
張
の
箱
と
日
本
斧
と
を
遺
贈
す
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
今
こ
の
遺
言
状
に
依
っ
て
、
小
判
九
十
一
枚

を
始
め
多
額
の
金
子
を
遺
贈
し
、
他
に
も
高
級
な
身
廻
品
や
茶
の
湯
の
道
具
、
そ
の
他
黄
金
作
り
の
品
灸
を
色
々
挙
げ
て
い
る
こ
と
に
依

っ
て
も
、
武
左
衛
門
の
移
住
先
に
於
け
る
生
活
の
豊
か
さ
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
と
共
に
、
近
親
を
始
め
、
友
人
か
ら
奴
隷
の
末
に
ま
で

及
ん
だ
温
い
心
や
り
も
知
ら
れ
る
。
ヌ
ス
ザ
ン
ナ
助
右
衛
門
に
贈
っ
た
台
子
茶
釜
、
金
風
憾
及
び
附
属
品
一
式
な
ど
茶
の
湯
の
道
具
は
、

彼
が
移
住
先
で
生
前
愛
用
し
て
い
た
品
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
を
通
じ
て
、
彼
の
趣
味
教
養
の
一
端
も
窺
わ
れ
る
。
尚
、
日
本
人
関
係
の

公
正
証
書
の
末
に
は
、
何
れ
も
日
本
風
に
署
名
か
捺
印
し
て
い
る
が
、
武
左
衛
門
の
場
合
だ
け
は
皆
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
風
に
、
し
か
も
達
筆
で

国
・
の
叩
且
日
・
ロ
と
自
署
し
て
い
る
の
も
、
あ
る
い
は
彼
の
教
養
の
一
面
を
窺
え
る
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。

こ
の
様
に
武
左
衛
門
の
遺
言
状
に
よ
っ
て
、
彼
の
晩
年
の
豊
か
な
生
活
の
一
側
面
も
判
明
す
る
が
、
彼
は
生
前
各
方
面
で
手
広
く
活
動

・
関
係
書
類
も
少
な
か
ら
ず
残
っ
て
い
る
。
中
で
も
金
融
方
面
に
於
け
る
活
動
は
、
彼
の
同
地
に
於
け
る
生
業
の
中
心
で
あ
っ
た
様
で

五
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ア
・
バ
イ
テ
ン
ハ
イ
ス
（
自
署
）
（
シ
・
国
ロ
言
目
言
】
印
）

ピ
ー
テ
ル
・
フ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
ト
（
自
署
）
（
勺
宣
の
円
く
目
□
巳
）
＆
）

子
の
面
前
に
お
い
て

書
記
ピ
ー
テ
ル
・
ハ
ッ
キ
ウ
ス
（
自
署
）

一
六
四
六
年
産
８
）

こ
の
証
書
で
は
、
女
奴
隷
三
名
を
担
保
に
提
供
し
た
上
に
、
最
後
に
。
般
的
に
、
彼
の
一
身
及
び
現
在
並
び
に
将
来
に
一
旦
る
動
産
不
動

産
一
切
除
外
な
く
、
万
事
法
律
の
規
定
に
基
い
て
そ
の
保
証
に
充
つ
く
ぎ
こ
と
を
約
す
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
非
常
に
過
酷
な
条
件
の
様
に

思
わ
れ
る
が
、
金
銭
貸
借
契
約
書
の
殆
ん
ど
全
部
に
記
さ
れ
た
条
件
で
あ
っ
て
、
当
時
こ
の
地
方
一
般
に
行
わ
れ
た
慣
習
に
よ
っ
た
あ
の

か
び
た
ん

と
思
わ
れ
る
。
さ
て
同
地
で
こ
の
様
に
日
本
人
が
金
銭
貸
借
関
係
を
結
ん
だ
の
は
、
一
六
一
二
四
年
九
月
一
一
十
九
日
に
日
本
人
甲
必
丹
九
郎

兵
衛
が
一
支
那
人
か
ら
一
一
十
五
レ
ァ
ル
を
借
り
て
作
成
し
た
証
書
を
初
見
と
し
て
、
最
後
は
一
六
七
○
年
六
月
六
日
（
寛
文
十
年
）
に
、
支
那

人
船
主
リ
ト
ン
コ
（
口
［
・
ロ
、
岸
・
）
が
公
証
人
ヤ
ン
・
カ
イ
ゼ
ル
ス
の
役
場
に
出
頭
し
て
、
広
南
在
住
支
那
人
リ
ワ
ン
コ
（
ロ
ゴ
目
響
・
）
の
委

任
代
理
人
と
し
て
武
左
衛
門
か
ら
一
一
百
二
十
レ
イ
ク
ス
ダ
ー
ル
を
、
一
レ
イ
ク
ス
ダ
ー
ル
に
つ
ぎ
六
十
ス
タ
イ
フ
ェ
ル
の
相
場
で
請
取
っ

た
が
、
こ
の
金
子
は
同
じ
く
広
南
在
住
日
本
人
の
頭
ヨ
セ
フ
塩
村
（
］
。
⑭
の
已
盟
・
日
宮
口
）
が
、
前
記
リ
ワ
ン
コ
か
ら
借
受
け
た
金
子
並
び
に

そ
の
利
子
を
加
算
し
た
金
額
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
出
頭
人
は
、
支
那
文
の
該
借
金
証
書
を
武
左
衛
門
に
手
渡
し
た
か
ら
、
今
後
決
し
て
、

直
接
た
る
と
間
接
た
る
と
を
問
わ
ず
、
そ
の
塩
村
に
督
促
し
な
い
こ
と
を
約
し
た
も
の
で
あ
っ
て
窪
９
）
、
そ
の
総
数
は
百
九
通
に
上
っ
て

い
る
。
そ
の
中
武
左
衛
門
の
金
銭
貸
付
は
、
日
本
人
関
係
の
七
割
弱
に
当
る
七
十
件
に
上
り
、
貸
付
金
額
も
、
総
計
六
、
二
八
二
・
一
レ

ア
ル
の
多
額
に
上
っ
て
い
て
窪
Ⅲ
）
、
こ
の
点
か
ら
見
た
だ
け
で
も
、
彼
は
相
当
多
額
の
資
金
を
持
っ
て
い
て
、
恐
ら
く
金
融
を
本
業
と
し

て
い
た
も
の
と
推
せ
ら
れ
る
。

我
々
の
面
前
に
お
い
て

バ
タ
ビ
ャ
に
て
、
一
六
四
六
年
五
月
十
五
日

村
上
武
左
衛
門
の
遺
言
状
（
岩
生
）

九

郭
祐
寄
（
自
署
）
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武
左
衛
門
は
遺
言
状
の
中
で
、
自
家
で
使
役
し
て
い
た
男
女
奴
隷
二
十
余
人
に
、
夫
を
金
品
を
恵
承
解
放
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る

が
、
当
時
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
地
方
で
は
、
古
く
か
ら
奴
隷
の
取
引
並
び
に
使
役
が
慣
行
さ
れ
て
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が
パ
タ
ビ
ャ
に
拠
っ
て

こ
の
地
方
の
経
略
に
着
手
す
る
と
、
矢
張
こ
の
習
慣
を
踏
襲
し
て
各
種
の
雑
役
労
働
の
た
め
に
奴
隷
を
取
引
使
役
し
、
広
く
南
方
ア
ジ
ア

各
地
出
身
奴
隷
、
就
中
イ
ン
ド
各
地
、
バ
リ
島
及
び
セ
レ
ベ
ス
島
南
部
出
身
を
同
市
に
輸
入
し
た
許
り
で
な
く
、
時
に
は
戦
争
中
に
捕
虜

と
し
た
欧
洲
人
や
そ
の
他
の
外
来
人
並
び
に
土
着
民
、
或
は
犯
罪
者
の
中
に
も
奴
隷
に
編
入
さ
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
（
注
ｕ
）
。
一
六
三
一
一
一
年

十
一
月
一
日
現
在
の
バ
タ
ピ
ャ
市
の
人
口
表
に
よ
れ
ば
、
町
の
総
人
口
八
、
○
五
八
人
に
対
し
て
、
男
女
奴
隷
の
総
数
は
一
、
二
四
人

の
多
き
に
上
り
（
注
翌
、
総
人
口
に
対
し
て
一
割
三
分
八
厘
に
当
っ
て
い
た
。

パ
タ
ビ
ャ
移
住
日
本
人
も
同
地
の
一
般
的
習
慣
に
従
っ
て
、
奴
隷
を
売
買
使
役
し
た
が
、
こ
れ
を
売
買
す
る
場
合
は
、
矢
張
公
証
人
役

場
に
出
頭
し
て
、
譲
渡
契
約
を
作
成
し
た
。
例
え
ば
、
一
六
五
一
年
十
一
月
十
四
日
マ
レ
イ
人
イ
ス
マ
エ
ル
（
房
日
：
］
）
が
、
武
左
衛
門
に

奴
隷
五
名
を
三
百
五
十
レ
ァ
ル
で
売
渡
し
、
こ
れ
を
左
の
様
に
し
た
た
め
て
い
る
。

バ
タ
ビ
ャ
市
庁
書
記
の
前
に
、
当
市
の
住
民
マ
レ
イ
人
イ
ス
マ
エ
ル
出
頭
し
て
、
当
市
の
住
民
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
ミ
ヒ
ー
ル
武
左

衛
門
に
、
共
に
マ
ン
ゲ
ラ
イ
（
富
目
、
の
邑
］
）
生
れ
の
マ
ン
ゲ
ラ
イ
、
別
名
ベ
ス
ー
ル
（
団
の
ｍ
ｏ
ｏ
Ｈ
）
、
及
び
マ
ン
ザ
ラ
イ
、
別
名
キ
セ
リ
ー

（
【
】
、
＆
）
と
称
す
る
男
奴
隷
二
人
、
並
び
に
コ
レ
の
コ
レ
ァ
（
○
閂
の
働
く
：
○
・
吋
の
）
、
バ
リ
の
サ
イ
．
〈
ン
（
の
“
〕
宮
口
弓
自
国
画
一
］
）
、
及
び
サ

ン
バ
ワ
の
ト
ト
ン
グ
（
目
ｏ
８
ｐ
ｍ
の
ぐ
目
の
四
目
宮
：
）
と
称
す
る
女
奴
隷
三
人
を
、
合
計
一
一
一
百
五
十
レ
ァ
ル
・
フ
ァ
ン
・
ア
ハ
テ
ン
の
金
額

で
譲
渡
売
却
し
、
こ
こ
に
そ
の
譲
渡
支
払
を
完
了
し
た
こ
と
を
承
認
し
万
事
明
確
に
約
定
す
。

一
六
五
一
年
十
一
月
十
四
日
、
バ
タ
ビ
ャ
に
お
い
て
。

マ
ノ
エ
ル
・
デ
・
ソ
ー
サ
（
自
署
）

マ
レ
イ
人
イ
ス
マ
エ
ル
（
自
署
）

（
言
目
：
］
」
①
の
◎
の
口
）

立
会
書
記

ウ
ニ
・
フ
ラ
ハ
ム
・
フ
ェ
ル
フ
ー
ベ
ン
（
自
署
）

ワ
イ
ナ
ン
ト
・
フ
ァ
ン
・
カ
ー
テ
ル
ス
フ
ェ
ル
ト

（
三
・
○
国
富
曰
く
日
ぽ
・
図
の
口
）

（
二
旨
目
芹
弓
目
ｏ
“
§
叩
く
の
岸
）
（
注
凪
）

法
政
史
学
第
二
十
二
号
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こ
の
様
な
日
本
人
の
奴
隷
取
引
証
書
は
、
一
六
三
年
四
か
ら
一
六
六
九
年
ま
で
総
数
九
十
五
通
に
上
り
、
関
係
日
本
人
は
一
一
一
十
一
名
あ
っ

た
。
そ
の
中
武
左
衛
門
は
、
売
渡
五
件
、
買
入
七
件
合
計
十
二
件
で
、
総
数
の
僅
か
一
割
二
分
強
で
、
一
六
六
一
年
十
一
月
二
十
八
日
の

買
入
れ
を
以
て
終
っ
て
い
る
が
（
注
些
、
金
融
の
場
合
の
様
に
、
彼
は
余
り
力
を
注
い
で
い
な
い
こ
と
が
判
る
。

そ
の
後
一
六
六
○
年
代
に
入
る
と
、
彼
は
所
有
せ
る
奴
隷
を
釈
放
す
る
様
に
な
っ
て
、
矢
張
市
の
公
証
人
役
場
に
出
頭
し
て
釈
放
に
関

す
る
契
約
書
を
作
成
し
た
。
即
ち
、

一
六
六
七
年
九
月
一
一
十
日
、
プ
レ
ダ
Ｓ
Ｈ
の
言
）
出
身
の
公
証
人
子
ヤ
ン
・
カ
イ
ゼ
ル
ス
の
前
に
、
日
本
人
商
人
ミ
ヒ
ー
ル
武
左
衛
門
殿

出
頭
し
て
、
曾
て
彼
の
奴
隷
で
あ
っ
た
。
ハ
リ
ァ
ヵ
ッ
テ
出
身
の
サ
ラ
（
の
閂
働
く
§
勺
凹
］
旨
・
鼻
の
）
の
手
か
ら
、
四
十
レ
イ
ク
ス
ダ
ー
ル
に

つ
き
六
十
ス
タ
イ
フ
ェ
ル
の
相
場
で
受
領
し
、
該
金
額
に
対
し
て
彼
出
頭
人
は
他
に
自
由
を
与
え
た
奴
隷
と
同
様
に
、
今
後
前
記
の
サ

ラ
に
も
自
由
の
身
分
を
許
与
し
、
且
つ
彼
出
頭
人
が
前
記
サ
ラ
に
関
し
て
、
所
右
せ
る
一
切
の
権
利
、
契
約
並
び
に
要
求
を
、
彼
女
に

譲
渡
し
た
こ
と
を
陳
述
し
、
こ
の
釈
放
を
完
了
し
た
こ
と
を
確
約
す
る
。
そ
し
て
万
事
は
善
意
に
基
い
た
も
の
で
あ
る
。
子
の
公
証
役

場
に
お
い
て
こ
の
様
に
実
施
し
た
。

立
会
人

ミ
ヒ
ー
ル
武
左
衛
門
（
自
署
）

ヨ
ア
ン
・
ヨ
セ
プ
ス
（
自
署
）
（
］
・
目
］
。
、
Ｓ
ｍ
）

公
証
人

ヤ
ン
・
ピ
ー
テ
ル
ス
（
自
署
）
（
］
目
旧
宣
の
Ｈ
の
）

ヤ
ン
・
カ
イ
ゼ
ル
ス
（
注
連

こ
の
様
な
武
左
衛
門
の
奴
隷
釈
放
契
約
書
は
、
一
六
六
一
一
年
に
始
ま
り
、
一
六
六
七
年
に
百
一
り
、
通
計
九
通
で
九
人
を
釈
放
し
、
殊
に
一

六
六
七
年
に
は
、
そ
の
中
六
人
を
釈
放
し
て
い
る
が
（
注
咽
）
、
漸
く
彼
も
老
境
に
入
り
、
漸
次
こ
の
処
置
に
出
た
に
違
い
な
い
。
そ
こ
で
遺

言
状
で
そ
の
解
放
を
約
束
し
た
男
女
奴
隷
二
十
名
と
合
算
す
れ
ば
、
彼
の
家
に
抱
え
て
い
た
男
女
奴
隷
の
総
数
は
二
十
七
名
あ
っ
た
こ
と

に
な
り
、
又
こ
の
点
か
ら
見
て
も
彼
が
日
常
相
当
余
裕
あ
る
生
活
を
営
ん
で
い
た
こ
と
が
推
せ
ら
れ
る
。

し
か
し
前
述
の
様
に
彼
は
一
六
七
○
年
支
那
人
船
主
リ
ト
ン
コ
の
貸
付
金
の
受
渡
し
の
際
は
ま
だ
健
在
の
様
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
四

年
し
て
一
六
七
四
年
六
月
に
は
既
に
失
明
し
て
い
る
。
彼
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
渡
航
は
ど
ん
な
に
遅
く
と
も
一
六
一
一
一
五
年
（
寛
永
十
二
年
）
の
幕

府
の
海
外
在
住
日
本
人
帰
国
の
厳
禁
以
前
で
あ
っ
て
、
然
も
そ
の
前
年
に
海
外
在
留
五
ヶ
年
未
満
の
者
の
帰
国
が
認
め
ら
れ
て
い
る
に
係

ら
ず
帰
国
し
な
か
っ
た
点
を
見
れ
ば
、
少
く
と
も
既
に
同
地
在
留
四
十
年
に
及
ぶ
永
の
歳
月
が
流
れ
て
、
恐
ら
く
可
な
り
老
境
に
入
っ
て

村
上
武
左
衛
門
の
遺
言
状
（
岩
生
）

一
一
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法
政
史
学
第
二
十
二
号

一
一
一

健
康
も
著
し
く
衰
え
、
余
命
も
幾
許
し
な
い
こ
と
を
自
覚
し
て
、
こ
の
遺
言
状
を
作
成
し
た
も
の
で
、
遺
憾
な
が
ら
そ
の
後
彼
の
死
亡
を

伝
へ
る
記
事
は
見
当
ら
な
い
が
、
恐
ら
く
永
ら
く
生
き
長
ら
え
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

一
方
そ
の
後
半
歳
余
を
経
て
一
六
七
五
年
三
月
四
日
に
は
、
彼
の
娘
コ
ル
ネ
リ
ャ
武
左
衛
門
と
そ
の
夫
ヤ
ン
・
デ
・
プ
ラ
イ
ン
と
の
間

に
遺
言
状
が
作
成
さ
れ
て
、
遺
産
は
一
切
両
人
の
中
生
き
、
氷
ら
え
た
方
が
相
続
し
、
両
人
の
間
に
儲
け
た
四
児
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
（
国
の
口
早

号
斤
）
、
ジ
ニ
ロ
ニ
マ
（
】
の
Ｈ
・
己
目
ｐ
）
、
ミ
ヒ
ー
ル
（
冨
・
廓
の
］
）
及
び
マ
リ
ヤ
・
マ
グ
ダ
レ
ナ
（
言
日
旨
冨
四
ｍ
ｇ
］
の
：
）
の
一
一
男
一
一
女
に
は
各
戈

現
金
五
百
レ
イ
ク
ス
ダ
ー
ル
を
与
え
、
近
親
へ
ソ
ド
リ
ッ
ク
・
デ
・
プ
ラ
イ
ン
に
は
二
百
レ
イ
ク
ス
ダ
ー
ル
、
そ
し
て
同
市
の
貧
民
に
は

二
十
レ
イ
ク
ス
ダ
ー
ル
を
遺
贈
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
（
注
Ⅳ
）
。

（
注
１
）
月
田
国
日
の
貝
ぐ
：
言
】
ｏ
獣
①
］
因
◎
の
⑪
且
日
。
□
・
○
旨
亘
①
ロ
〕
四
℃
目
」
の
Ｈ
②
Ｐ
】
目
苣
の
『
←
〔
Ｚ
。
芹
昌
の
【
の
『
の
①
厨
・
岳
三
目
〕

'■、′■、′~、

注注注
１２１１１０
ﾐｰﾉ、.ノ～ノ

（
注
９
）

／■、／■、／■、／■、

注注注注
８７６５
、_ノ～ノ、_ノﾐｰﾉ

／~、／■、／、

注注注
４３２
ﾐｰﾉ、_ノ、=ノ

○
二
ｍ
畳
の
ご
目
Ｃ
ロ
・
〕
・
の
庁
Ｐ
Ｃ
廓
目
の
①
⑫
四
の
口
冨
〕
◎
彦
】
の
］
国
◎
の
、
四
］
目
・
Ｐ
Ｃ
耳
〕
⑫
【
の
ロ
］
四
℃
目
」
の
Ｈ
》
勗
冨
の
】
】
霞
の
〔
Ｚ
。
｛
ぃ
・
国
月
面
ロ
印

俸
○
貝
の
Ｈ
ｍ
ぐ
の
岸
》
。
】
窪
中
Ｉ
含
〕

岩
生
成
一
、
十
七
世
紀
パ
タ
ピ
ャ
移
住
日
本
人
と
金
融
業
（
日
本
学
士
院
紀
要
、
十
巻
ノ
ー
号
）
一
一
一
一
’
二
○
頁
。
但
し
こ
の
論
文
を
発
表

し
て
後
、
日
本
人
に
加
算
し
て
い
た
日
本
の
ア
ン
ト
ー
ー
イ
は
実
は
訓
名
で
あ
っ
て
、
全
く
日
本
人
に
関
係
な
く
、
貸
借
証
書
の
内
容
も
亦
日

本
人
に
関
係
が
無
い
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
貸
借
証
醤
数
の
総
計
か
ら
、
彼
の
関
係
し
た
十
三
通
を
差
引
い
た
。

日
本
人
と
金
融
業
、
同
上
。
四
’
五
頁
。
日
本
の
ア
ン
ト
ー
ー
イ
の
証
書
数
を
差
引
い
た
た
め
、
数
字
に
若
干
の
差
違
を
生
じ
て
い
る
。

田
②
§
・
句
・
口
の
姉
。
且
国
回
冒
ぐ
旨
・
団
色
菖
目
・
已
邑
□
一
・
円
》
弓
．
四
四
－
召
》
』
臼
ｌ
の
】
・

］
ｏ
ｐ
ｍ
の
．
【
・
］
・
』
の
Ｃ
Ｑ
○
己
歸
◎
目
の
（
ぐ
：
げ
①
芹
ｚ
ａ
の
Ｈ
］
目
色
⑰
○
ず
○
の
圃
四
、
旨
○
○
の
（
冒
臼
①
・
㎡
○
日
ご
目
冨
、
の
．
】
の
ｓ
’
七
ｍ
．
□
】
．

】
ず
】
」
。

通
航
一
覧
、
巻
七
十
、
刊
本
第
四
、
七
一
頁
。

ｚ
ｏ
声
量
の
ｄ
目
旦
の
日
目
、
》
ぐ
円
。
ご
『
ョ
『
の
Ｐ
の
ロ
」
の
岸
冒
』
の
円
の
自
己
の
Ｈ
団
Ｈ
の
昌
口
胃
］
眉
目
。
ｂ
団
②
旨
く
】
四
ｍ
の
８
日
①
ご
》
］
］
目
・
】
の
ち

〔
【
。
］
・
少
月
匡
の
［
】
三
】
〕
仲
村
善
均
、
剛
斎
漫
筆
、
十
。
外
国
通
信
志
。

目
Ｈ
・
ロ
ゴ
団
。
①
庁
》
］
①
巴
ｌ
】
の
ち
〔
国
日
、
の
ご
岸
の
国
＆
田
〕

四
．
］
一
自
身
ｓ
目
Ｈ
ｏ
ｇ
ご
国
・
の
丙
》
］
①
】
①
－
］
の
田
〔
団
員
、
の
ｑ
丙
の
冒
昌
縄
〕

目
①
⑰
国
日
の
ロ
（
ぐ
ぃ
ロ
ー

長
崎
見
聞
集
、
巻
二
。
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注注注注
１７１６１５１４
、=ノ、_ノ、_ノ、_ノ

ご
》
国
】
）
］
回
、
の
弓
・
ｇ
Ｃ
ｌ
ｍ
ｓ
・

（
注
咀
）
目
吋
目
：
。
Ｈ
【
『
：
房
日
囚
の
」
三
口
］
の
〕
の
Ｈ
ｍ
の
口
冨
】
Ｏ
三
の
一
因
。
Ｐ
の
ど
Ｂ
ｏ
Ｐ
ｏ
胃
寓
の
ロ
］
：
囚
昌
の
Ｈ
・
Ｅ
ｚ
ｏ
ぐ
・
岳
の
】
．
〔
Ｚ
・
【
⑫
．
○
四
斤
の
円
の
ぐ
の
一
［
．

村
上
武
左
衛
門
の
遺
言
状
（
岩
生
）

岩
生
成
一
、
十
七
世
紀
バ
ク
ピ
ャ
移
住
日
本
人
と
奴
隷
取
引
（
東
方
学
論
集
）
一
一
一
四
、
四
一
’
四
一
一
一
。

向
日
四
口
日
ｂ
ｇ
の
』
。
。
Ｈ
言
》
○
江
の
一
国
。
①
の
回
国
日
。
Ｐ
弓
眉
ロ
ロ
の
Ｏ
○
○
℃
目
四
目
。
□
」
貝
ｏ
ｇ
ｍ
の
己
．
〕
の
雪
〔
Ｚ
○
扇
【
の
］
の
円
の
ぐ
・
岳
雪
〕

日
本
人
と
奴
隷
取
引
、
同
上
、
四
一
’
四
三
頁
。

国
の
印
一
○
斤
の
ロ
弓
①
、
白
日
の
ロ
【
『
ｍ
ｐ
ｍ
Ｈ
・
］
■
ロ
』
の
国
Ｈ
巳
］
ロ
。
◎
○
℃
目
ロ
ロ
の
ロ
］
Ｅ
｛
｛
Ｈ
・
ｏ
ｏ
Ｈ
ｐ
の
｝
旨
国
○
の
閏
］
日
。
Ｐ
心
甸
の
ワ
・
】
①
「
、
〔
目
の
切
国
日
の
目
〔

国
：
冨
二
・
岳
非
〕

（
昭
和
四
十
五
年
一
月
八
日
稿
了
）

岳
凹
１
忽
〕

岩
生
成
一
、

一一一
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